



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第9章 学俗接近の効果 (下)- 生理的心理的方面-
(ママ) (ママ)
生理的､心理的方面に於ける学俗接近/教育問題一寺小屋式教育法/寺小屋式教育の弊
/現時の形式教育/個性や特質の没却/人物経済/米国に於ける科学的人物鑑別法/料
学的人物使用法/科学的知識の活用と家庭生活/結語
前章に於ては,主として物質的;機械的方面に於ける学俗接近の効果を説いたのである
-81-
が,本章に於ては,その生理的又は心理的方面に於ける,それに就いて語ろう｡
学問を実際生活の上に応用して,出来るだけ少ない労力で,出来るだけ多くの効果を収
めるといふ事は,単に物質的又は機械的方面に限ったことではなく,生理的又は心理的方
面に於て,尚更さうである｡即ち生理的及び心理的経済も,矢張り学術的研究の結果を応
用する事に依って,始めて充分な効果を収め得るのである｡
先づ教育方面から述べて見やう｡
(ママ)
生理学や心理学や,教育家といふものを知らなかった昔の寺小屋式教育に於ては,児童
の生理的特質も,心理的特質も,一向に分らなかったから,大人の体力や大人の心持で,
(ママ)
児童の体力思想を何度して,到底小供には理解の出来ないやうな事を,無理押し付けに詰
(ママ)
め込もうとした｡仮令ば食物の甘い辛いも,まだよく分らないやうな小供達に向って,
｢大学｣や ｢論語｣の解釈をして聞かせたり,家に帰れば男の子と一緒になって土いぢり
をして居る女の子達をっかまへて,｢女大学｣の講釈をして聞かせたりするやうな,滑稽
を演じた.土台これらの書物に書いてあることは,,指 の経験と能力と位置とから言って,
何の関係があらう.それは,馬の耳に念仏となるは当然で,それが為めに,示談の知識又
は精神は始めから融通の利かない,形式的な,型に俵ったものとなり,彼等自身の特性も
才能も,凡て没却されて了ふ｡
斯ういふ教育を受けた人間に於ては,その詰め込まれたいろいろの観念が,只頭脳の空
間に,雑然として小間物店流に陳列されて居るだけで,それ等は其の人々自身の知識になっ
て居ない6その知識は其の人の物でなくて,単に外部から聞入して来た寄寓者である.従っ
てそれ等の知識 (厳密には知識と言-ないが)は,彼等に取っては彼等自身の思想を拘束
し,妨げる邪魔者であり,障害物である｡斯うして昔は,皆一様の考へ一様の思想しか持
たない,形式人が沢山出来た｡彼等の何れも此れも皆同じやうな事を言ひ,同じ様な考を
持って居る｡各々個人として独立的に意見を持ってない｡極端に評すれば,皆此れ生ける
屍である｡
今日西洋の心理学や生理学や,教育学などが,相当に知,6れて,脂 の年齢に応じ其の
生理的及び心理的発達に応じて,それぞれ適当な教材を選び,適当な教育法を用ゐて居る
にも係らず,猶旧時代の詰め込み式教育の余弊が,充分に除かれずに居る｡我が国今日の
教育もこれを西洋のそれに比較すると,まだまだ詰め込み主義である｡仮令ば知育に於て
ち,知力の訓練発達を主眼とするよりは,知識其の物を与へる事に重きを置いて居る｡だ
から学校を卒業して教科書やノートを離れて了ふと,木から落ちた猿のやうに,戸惑ひを
して了ふ｡知力が充分に練磨されて居れば,機に臨み時に応じて,適当な意見と判断とを
立てて行くが,只知識だけ授けられて居たのは,それを忘れて了へば,全で教育を受けな
かったも同様になる｡結局今までの教育は無駄物になって了ふ｡何の為めに教育したのか,
又何の為めに教育を受けたのか,さっぱり分らなくなって了ふ｡実に不経済極まる話では
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ないか｡而して是れ旧式な,形式教育の余弊である｡
次ぎに我が国教育の大患は,個性即ち個人的特徴を無視して居る事である｡人間の研究,
即ち生理学的研究や心理学的研究が行届いてない為めに,人間は皆同じもののやうに考へ
て居る｡ところが実際は,皆悉く異なった傾向特性を持って居るので,それを各 発々拝し,
伸張するやうにしなければ,所謂角を矯めんとして牛を殺すの類で,人の精神を殺して了
ふ｡絵画彫刻の方面に伸ぶべき人間に,算数の道を無理強いしても駄目である｡実業的に
才幹を発揮すべき人間を専門科学者にLやうとしたり,哲学者にLやうとしても成功する
筈はない｡人には何か特徴がある｡だからこれを適所に向ければ用を為すが,不適応に導
こうとすれば,社会に対して寧ろ有害無用の人間になって了ふ｡
一体教育の根本は,其の人に無いものを他から与へる事ではない｡本来其の人に具はっ
て居る可能性を助長し,指導する事である｡それは野菜造りや庭造りと同じ事で,耕除培
養がその目的で若し幹を引き延ばさうとした,葉を拡げさせやうとして,無理な干渉をす
るならば,植物を枯死させて了ふ外ない｡教育の難有味は,飽まで各自の個性,或は特性
を発達助長せしむる助手たり,耕転者たるところにある｡斯くて凡ての人間が,始めて皆
有用の人物となり,社会的に其の能率を増す事が出来るのである｡
所謂経済といふ事も同様である｡人の得手とするところを充分考究して,適材を適所に
向けるならば,どんな人間でも大抵廃りものはない｡何等かの用をなし得るものである｡
それを只漫然と人間を一様に考へて,彼は学士免状を持って居るからとか,中学しか出て
ないからといふやうな,極く単純な標準から,これ位の事は出来やう,或は此の位しか出
とん
来ないなどと考へて事に当らせると案外だ失敗を招く事がある｡学士の肩書があっても,
不適当な事をやらせれば,三才の童子に劣る事がある｡中学しか出ないものでも適当な事
をやらせれば,殆ど天才的である事もある｡この人間の特質に深い注意を払はないと,双
方で非常な損をし,双方で大きな罪悪を犯す事がある｡
教育上に於ても,或は人間を使用する上に於ても,矢張り人間に関する細密な研究を,
土台にしなければならない｡それを土台として,最も適当に人間を作動し或は制御するこ
とに依って,始めて真の人間経済が行はれ,頗るその能率を増大することが出来るのであ
る｡
そこで米国などの大会社,大工場では,人間を何に使ふかという研究と共に,何んな人 二
間を採用するかといふ事も,非常な注意を払ほれて居る｡即ち最初から無駄な人間は使は
ない方針で,各自の長所を査べると同時に,成る可く使従者の移動を避けるやうに努めて
居る｡その方法として,雇人の才能や資格や,性質等を科学的に厳密に検査して,その上
から,妥当な判断を下すところの,一種の人物鑑定法が盛んに行はれて居る｡それが為め
に,殆どその専門家としてプラクフォードといふ有名な婦人なども居る｡この婦人は,人
類学生理学心理学等,頗る広い科学的知識を土台として,一種の科学的人物鑑法を案出し
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たのである｡その方法は人間の容貌や形状や,言語挙動などを一々精密に調べ,眼口鼻頭
手足などから,その特徴を判断するのであるが,この方面に於ける女史の特異な才能は,
これまでの漫然たる印象的,又は直観的鑑別法に代って,適材を適所に配する上に非常の
成績を挙げて居る｡要するに人間の特徴又は才能は,学校の成績や浅薄な常識や,単なる
直観的印象位ゐで,正確に判断し得るものではない｡是非とも細心なる科学的研究が,土
台とならなければならないのである｡
次ぎに又,人間を使ふにしても,只矢鱈に追ひ使ひさえすれば能率が増大せらるると恩
ふのは,非常な誤解で,- これは機械などの場合にでもさうだが,- その生理的及び
心理的原理に準拠して,最も適当な程度を選ぶと同時に,彼等をして愉快に仕事の出来る
方法を用ゐなければ,能率増進は不可能である｡
生理的方面から言-ば,先づ第-に考へなければならぬ事は,疲労の問題,休息の問題
である｡何といふ風にすれば早く疲労し,何ういふ風にすれば比較的疲労が少ないかとい
ふこと,それから,何の位の時間の問は,何の位の休息を設く方が,一層活動に便利であ
るかといふ事,是等の問題の科学的研究は,米国あたりでは充分に行ほれて居る｡実際,
誰が実験しても分ることだが,人間は只長い時間,のべつ仕事に食ひ付いて居たからとて,
それで仕事の成績が挙がる訳けのものではない｡これは学問勉強の場合でも,肉体的労働
の場合にでも,同じことである｡矢張り生理的の約束,乃至心理的の法則に従って活動し
なければ,骨折り損の草臥れ儲けになる許りである｡
殊に人の人的状態の如何は,疲労の上に至大の関係がある｡極く分り易い例でも,面白
く仕事をするのと,不愉快に仕事をするのとでは,疲労の仕方が遵ふ｡それ許りではなく,
面白く仕事をすれば,手際よく行って余計に仕事が出来る｡従って能率の上に大変な相違
が起こって来る｡ところが此の,人間を面白く愉快に働かすといふことも,二人や三人の
場合なら,お上手を言ったりご機嫌を取ったり,といふことでも間に合うが,何百何千何
万といふ人間に対する場合には,そんなこと丈けでは追｢っ付かない｡是非ともここに,･心
理学的研究に基いた,適当な施設方法に依らなければならない｡即ち適当な工場の設備,
仮令ば植物を植えるとか花壇を設けるとか,空気を新鮮にするとかいふ事も,一種の方法
であらう｡賞与金とか,奨励金とか,其の他救他的の制度を設けるのも,亦一種の方法で
あらう｡兎に角出来るだけ愉快に,そして安心して人を働かすことは,人々の愛着心を深
くし,執心の度を高め,大いなる励みをっける所以で,自然また能率を高むる事である｡
そして是等の事も,充分科学的実験的に考究されなければならない｡而も我が国民は,是
等の問題は只人々の経験や,特殊の才能に挨つ外,他に方法のないものと心得て居る｡そ
れでは何時まで過ぎても,マネーヂメントの上に進歩を見ることが出来ない｡
此の科学的心理的統御法乃至操縦法は,社会生活に於ける人的操縦の上にも,又家庭生
活の上にも応用の出来るものである｡今暫く家庭方面に関して,簡単に例解を試みて見や
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う｡
立に聡明なる一人の主婦があって,彼が若し生理学や心理学上の理法を心得,そしてそ
れ等を自在に応用するの才能ありとすれば,彼は良人の好伴侶たり助力者たり,ぷ炭の良
師友たると同時に,亦一家の好き理財家たることが出来るであらう｡彼は如何にすること
に依って最も安価に,最も簡易に良人の心を慰め,和げ,疲労を回復し,元気と活力とを
増し得るかを会得するであらう｡そして,良人が如何に安らかな愉快な心持で,存分の活
(マ
動を為すに至るかの妙機活法を,理会するであらう｡又彼は如何にすることに依って,小
品等が喜んで母の命令を遵奉し,或は勉学に力めるかの方法を知り,或は如何にして示談
等の衛生と健康とを保ち得るかの,妙案を創出するであらう｡そして其の結果は,良人や
,篠 の能率や活力を増すと同時に,其の心を和平順調ならしめて,自然其の徳性を高める
事も出来るであらう｡
仮令ば食物といふ,極く一部分に就いても,若し生理学や心理学上の法則を活用するな
(ママ)
らば,先づ第-に何が最も安価で営養分に富み,且つ比較的美味であるかといふこと,吹
ぎには,それを如何に配合し,如何に進めることに依って家族の食欲を誘ひ,その精神を
快適ならしむるかといふ事,それらが会得できる｡さうすれば,元来家庭に於ける和平和
楽といふものは,極めて些細些末なことに依って,或は乱し或は得られるものなるが故に,
斯ういふことからでも,何んなに助けられるか知れない｡其の他,室内とか庭の掃除を椅
麓にするとか,花筒に一寸新鮮な草花を挿すとかいふやうな事で,家族の気分を愈々愉快
にする事も出来やう｡そして凡て是等は,生理又は心理上の知識を活応することに依って
得られるのである｡
其の他社会救済の問題,社会衛生上の問題,警察上又は裁判上の問題,凡て皆最近科学
上の知識,殊に社会学とか生理学とか心理学上のそれを活用することに依って,最も確実
な効果を収め得るものであり,又実際さうなければならないものである｡
之れを要するに,学問を只放って置いてはならない｡只放って置いたのでは宝の持ち腐
れである｡此れを活応すればする程,一方には学問の光りを増し,他方には凡ての活動を
経済的に,敏活に組織的に,巧妙に進行せしめ,自然又能率を増大し得るのである｡之れ
が学問の難有味である｡之れが真園の文明生活である.そして立に学俗一致又は学俗接近
の妙諦があり,予が之れを高唱すると旨趣があるのである｡
今次の世界戦は,人類の禍害を斎らすと同時に,世界文明の局面展開,世界文明の急激
なる進歩の機縁となりつつあるは,万人の認むる事実である｡戦後の欧米は一層驚くべき
発達を遂げるであらう｡而して日本はまだ欧州文明に追ひ付けなかった｡今後は更に追ひ
付き難くなる｡此の秋に当って,我が国民が一大覚醒を為すと同時に,真の文明生活を独
自に打開せんとするの勇気と,決心とを振ひ起さぢいならば,吾等は永遠に西洋文明の後
塵を拝して行く外はないであらう｡
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